
死
は
生
を
お
び
や
か
し
つ
つ
も

生
の
真
相
を
う
つ
す

鏡
と
な
る

〜
大
河
内

了
悟
師
〜

先
日
伯
母
が
亡
く
な
っ
た
。
九
十
歳
だ
っ
た
。
い
つ
も
笑
顔
で
、

他
人
に
気
遣
い
の
で
き
る
人
で
あ
っ
た
が
、
舅
姑
に
仕
え
、
家
の

た
め
に
尽
力
し
、
晩
年
の
十
年
ほ
ど
は
病
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
生
涯
で
あ
っ
た
。

昨
年
は
伯
父
が
今
年
は
叔
母
が
亡
く
な
り
、
私
を
可
愛
が
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
が
年
々
少
な
く
な
り
、
自
ら
の
幼
少
時
代
が
ま

す
ま
す
懐
か
し
く
、
ま
た
恋
し
く
さ
え
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

従
兄
の
一
人
が
言
っ
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
と
何
回
こ
の
火
葬

場
に
来
ん
な
ら
ん
の
や
ろ
う
な
」
と
。
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の

は
、
あ
の
人
と
こ
の
人
と
そ
れ
か
ら
…
。
そ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん

私
は
入
っ
て
い
な
い
。
私
に
と
っ
て
死
は
あ
く
ま
で
も
他
人
事
で

あ
り
、
私
の
問
題
に
は
な
っ
て
こ
な
い
。

「
今
ま
で
は
人
が
死
ぬ
る
と
思
う
た
に
、
わ
し
が
死
ぬ
と
は
こ

い
つ
は
た
ま
ら
ん
」
と
は
、
十
返
舎
一
九
の
俳
句
で
あ
る
が
、
死

に
は
も
ち
ろ
ん
順
番
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
順
番
の
な
い
死
に

順
番
を
つ
け
て
い
る
私
、
こ
の
私
が
問
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
仏

の
声
が
私
に
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
は
な
い
。

死
が
私
の
問
題
に
な
る
と
き
に
、
は
じ
め
て
生
が
根
底
か
ら
問

わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
」
と
い
う
問
い

は
人
間
か
ら
出
る
問
い
で
あ
る
が
、
「
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
」
と
い
う
問
い
は
、
人
間
を
超
え
た
仏
か
ら
の
問
い

で
あ
り
、
死
が
自
分
の
問
題
に
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
こ
の
私

が
仏
か
ら
突
き
付
け
ら
れ
る
問
い
な
の
で
は
な
い
か
。

死
が
私
の
問
題
に
な
ら
な
い
生
き
ざ
ま
は
、
「
死
な
な
い
で
生

き
て
い
る
」
だ
け
の
「
流
転
の
生
」
で
あ
る
。
死
が
私
の
問
題
に

な
っ
て
は
じ
め
て
「
生(

い)

き
る
生(

せ
い)

」
が
問
わ
れ
、
仏
の

声
が
こ
の
私
に
届
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
ら
の
死
を
誤
魔
化
し
、
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
今
の
私
。

そ
ん
な
私
に
「
お
ま
え
も
死
ん
で
い
く
身
を
今
生
き
て
い
る
ん
や

で
」
と
叔
母
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

「
亡
き
人
を
案
ず
る
私
が
／
亡
き
人
か
ら
案
じ
ら
れ
て
い
る
」

と
は
、
金
子
先
生
の
お
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
「
亡

き
人
と
と
も
に
」
と
い
う
共
な
る
世
界
が
開
け
る
と
い
う
こ
と
を

叔
母
の
死
を
通
し
て
今
う
な
ず
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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輪番 福田 大

教
如
上
人
四
百
回
忌
法
要

日
程
の
ご
案
内

教
如
上
人
四
百
回
忌
法
要
が
春
の
法
要
期
間
中

の
四
月
二
日(

火)

初
逮
夜
か
ら
四
日(

木)

結
願
日

中
ま
で
の
二
昼
夜
に
わ
た
っ
て
厳
修
さ
れ
ま
す
。

二
〇
一
三
年
四
月

二
日(

火)

十
四
時
三
十
分
〜

初
逮
夜(

音
楽
法
要)

※
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
機

に
制
作
し
た
曲･

次
第
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

三
日(

水)

七
時
〜

晨
朝

十
時
〜

日
中

十
四
時
〜

逮
夜

四
日(

木)

六
時
三
十
分
〜

晨
朝

九
時
〜

参
堂
列(
縁
儀)

※
稚
児
も
参
列
し

ま
す
。

十
時
三
十
分
〜

結
願
日
中

左
記
の
と
お
り
、
真
宗
本
廟
に
て
法
要
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

上
山
の
お
り
に
は
ぜ
ひ
岡
崎
別
院
に
も
御
参
詣

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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宗史蹟親鸞聖人岡崎草庵跡
真宗大谷派(東本願寺)

岡 崎 別 院

〒606-8335
京都市左京区岡崎天王町26番
地

電話・FAX 075-771-2921

http://okazakibetsuin.com
info@okazakibetsuin.com

<

法
座
案
内>
修
正
会

○
一
月
一
日
七
時
〜

輪
番

○
一
月
二
日
七
時
〜

輪
番

御
門
徒
新
年
会

○
一
月
三
日
九
時
半
〜

宗
祖
を
訪
ね
て

○
二
月
三
日
十
四
時
〜

輪
番

○
三
月
三
日
十
四
時
〜

輪
番

味
読
正
信
偈

○
二
月
十
三
日
九
時
半
〜

輪
番

○
三
月
十
三
日
九
時
半
〜

輪
番

定
例
法
話

○
一
月
二
十
三
日
九
時
半
〜

山
城
第
二
組
圓
光
寺
住
職樋

口
浩
史
師

○
二
月
二
十
三
日
九
時
半
〜

山
城
第
二
組
浄
慶
寺
住
職中

島
浩
彰
師

な

か

じ

ま

ひ

ろ
あ
き

春
季
彼
岸
会

○
三
月
二
十
三
日
九
時
半
〜

樹
洩
陽
舎

舎
幹

栖
雲
深
泥
師

こ

も

れ

び

し

ゃ

す

く

も

じ

ん

で

い

<

報
恩
講
厳
修
の
ご
報
告
と
御
礼>

今
年
度
も
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
よ
り
当
院
の
報
恩
講
を
厳
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
山
城
第
一
組
・
山
城
第
二
組
の

住
職
・
坊
守
・
門
徒
会
員
の
み
な
さ
ま
が
た
に

よ
り
事
前
の
清
掃
奉
仕
を
、
大
谷
専
修
学
院
の

み
な
さ
ま
が
た
に
よ
り
仏
具
の
お
磨
き
を
、
ま

た
当
日
は
各
方
面
の
ご
協
力
に
よ
り
、
信
悟
院

殿
御
参
修
、
大
谷
専
修
学
院
院
長
狐
野
秀
存
師

御
教
導
の
も
と
山
城
第
一
組
・
山
城
第
二
組
の

住
職
、
若
院
の
御
出
仕
を
賜
り
、
み
な
さ
ま
が

た
の
御
尽
力
に
よ
り
厳
修
で
き
た
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



「
た
だ
い
た
ず
ら
に
あ
か
し
、
い
た
ず
ら
に

く
ら
し
て
、
老
の
し
ら
が
と
な
り
は
て
ぬ
る

身
の
あ
り
さ
ま
こ
そ
か
な
し
け
れ
」

〜
蓮
如
上
人
「
御
文
四
帖
目
四
通
」
〜

先
日
、
大
学
時
の
ク
ラ
ブ
の
同
窓
会
が
あ
っ
た
。
皆
学
生
時
の
面
影
は
留

め
て
い
る
も
の
の
、
壮
年
の
真
っ
只
中
を
歩
む
白
髪
ま
じ
り
の
お
じ
ん
と
、

何
と
か
し
て
老
化
を
隠
そ
う
と
す
る
お
ば
ん
の
集
ま
り
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
場
に
同
席
し
て
い
る
自
分
自
身
も
、
そ
の
中
の
一

人
で
あ
る
こ
と
の
事
実
に
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
た
。

卒
業
し
て
か
ら
三
十
年
、
「
俺
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
空
恐
ろ
し
い
問
い
が
自
分
を
襲
っ
て
き
た
。
現
役
生
を
見
渡
せ
ば
我

が
息
子
よ
り
年
下
の
者
ば
か
り
、
我
が
学
び
舎
は
す
で
に
そ
の
様
相
を
一
変

し
、
こ
こ
に
は
自
分
が
い
た
形
跡
の
一
片
も
な
い
。
「
い
っ
た
い
自
分
は
今

ど
こ
に
い
て
、
何
を
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
、
浦
島
太
郎
の
心

境
が
知
ら
さ
れ
た
。

卒
業
し
て
、
就
職
し
、
結
婚
し
、
子
供
が
生
ま
れ
、
子
育
て
に
追
わ
れ
、

気
が
付
け
ば
三
十
年
、
目
先
の
「
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
ば
か
り
の
連

続
を
こ
な
し
て
き
た
だ
け
だ
。
何
一
つ
と
し
て
「
せ
ず
に
お
れ
な
い
」
こ
と

と
の
出
遇
い
な
ど
な
か
っ
た
。

「
人
生
は
や
り
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
見
直
す
こ
と
は
で
き
る
」
は

金
子
先
生
の
お
言
葉
で
あ
る
。
現
前
の
事
実
に
目
を
や
り
、
見
直
し
て
み
れ

ば
、
そ
こ
に
は
「
夫
と
呼
ん
で
く
れ
る
妻
が
い
る
」
「
お
父
さ
ん
と
呼
ん
で

く
れ
る
子
が
い
る
」
「
わ
が
子
よ
と
呼
ん
で
く
れ
る
親
が
い
る
」
。
こ
の
何

で
も
な
い
こ
と
の
不
思
議
さ
を
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
今
回
の
同
窓
会
は
、
「
何
で
も
な
い
こ
と
の
不
思
議
さ
」
を

見
直
す
機
縁
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

境
内
に
お
て
い
は
、
報
恩
講
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
御
殿
前
の
樹
木
と

鏡
池
前
の
樹
木
の
剪
定
を
し
、
す
っ
き

り
と
し
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
例
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
報
恩

講
前
の
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
今
年
は
十

月
十
八
日
に
、
山
城
第
一
組
、
山
城
第

二
組
の
ご
住
職
、
坊
守
、
ご
門
徒
の
方
々

に
ご
尽
力
願
い
ま
し
た
。
境
内
や
庭
園

の
落
ち
葉
や
雑
草
を
取
り
除
き
、
お
か

げ
で
報
恩
講
を
お
迎
え
す
る
準
備
が
で

き
ま
し
た
。

写
真
は
、
ワ
ー
ロ
ン
紙
に
貼
り
替
え

た
本
堂
の
後
堂
の
障
子
と
、
流
し
台
の

あ
る
北
側
の
空
間
に
設
置
し
た
物
置
で

す
。
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十
一
月
三
日

挙
式

花
立

和
之

さ
ん

堀
前

美
由
希

さ
ん

去
る
十
月
三
日
、
山
城
第
二
組
の

主
催
に
よ
る
「
落
語
と
バ
イ
オ
リ
ン

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
藤
本
氏

の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
に
続
い
て
笑
福

亭
智
六
氏(

前
座)

と
笑
福
亭
仁
智
氏

の
落
語
演
じ
ら
れ
た
。

一
月
十
四
日
西
教
寺
十
人
本
派

一
月
十
五
日
長
延
寺
十
二
人
本
派
東
京
教
区
神
奈
川
組

一
月
十
五
日
光
乗
寺
四
十
二
人
本
派
安
芸
教
区
佐
伯
東
組

二
月
五
日
法
林
寺
十
五
人
大
谷
派
大
阪
教
区
第
二
十
四
組

二
月
十
一
日
来
恩
寺
仏
教
婦
人
会
二
十
人
本
派
兵
庫
教
区
阪
神
東
組

二
月
十
五
日
中
央
仏
教
学
院
八
十
人
本
派

三
月
二
七
日
称
名
寺
念
仏
奉
仕
団
二
七
人
本
派
安
芸
教
区
広
島
北
組

三
月
三
十
一
日
紅
竹
の
会
四
十
五
人

四
月
二
日
小
松
教
区
小
松
教
務
所
十
人
真
宗
大
谷
派
小
松
教
区

四
月
十
一
日
祖
師
旧
跡
参
拝
奉
仕
団
七
十
五
人
大
谷
派
宗
務
所
研
修
部

四
月
十
八
日
悠
歩
会
十
人

四
月
二
十
五
日
西
称
寺
仏
教
婦
人
会
十
五
人
本
派
大
阪
教
区
天
野
北
組

五
月
四
日
正
行
寺

関
西
五
月
講
習
会
四
十
人

五
月
十
一
日
福
正
寺
八
名
真
宗
大
谷
派
日
豊
教
区
田
川
組

五
月
十
六
日
近
江
第
二
組
坊
守
会
十
五
人
大
谷
派
近
江
第
二
組

五
月
二
十
六
日
武
生
同
朋
の
会
三
十
五
人
大
谷
派
福
井
教
区
第
八
組

六
月
四
日
最
蔵
寺
二
十
人
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
東
京
教
区
三
浦
組

六
月
七
日
浄
徳
寺
同
朋
の
会
二
五
人
大
谷
派
金
沢
教
区
第
四
五
組

六
月
十
三
日
西
念
寺
念
仏
奉
仕
団
五
十
九
人
真
宗
大
谷
派

六
月
二
十
日
明
行
寺
二
十
人
真
宗
大
谷
派

六
月
二
十
五
日
奈
良
教
区
奈
良
組
婦
人
会
四
十
五
人
本
派

七
月
十
八
日
智
願
寺
十
五
人
大
谷
派
久
留
米
教
区
八
女
第
三
組

七
月
二
十
二
日
妙
玄
寺
三
十
人
大
谷
派
京
都
教
区
近
江
第
十
一
組

九
月
四
日
緑
浄
寺
四
十
一
人
真
宗
大
谷
派
京
都
教
区
因
伯
組

九
月
五
日
真
宗
仏
光
寺
派
推
進
員
養
成
研
修
生
一
同
十
七
人

九
月
九
日
真
宗
木
辺
派
仏
教
婦
人
会
九
十
九
人
真
宗
木
辺
派

九
月
十
二
日
皆
龍
寺
納
骨
奉
仕
団
十
八
人
大
谷
派
山
形
教
区
第
二
組

九
月
二
十
八
日
西
岸
寺
十
三
人
大
谷
派
岡
崎
教
区
第
十
七
組

十
月
五
日
西
光
寺
婦
人
会
二
十
五
人
大
谷
派
大
阪
教
区
第
三
組

十
月
十
六
日
西
方
寺
婦
人
同
朋
の
会
大
谷
派
岡
崎
教
区
第
十
七
組

十
月
十
九
日
蓮
光
寺
三
十
五
人
本
派
山
口
県
宇
部
市

十
月
二
十
三
日
兵
庫
教
区
多
紀
組
八
十
人
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

十
月
三
十
一
日
安
泉
寺
三
十
八
人
真
宗
大
谷
派
大
阪
教
区
第
五
組

十
一
月
六
日
長
徳
寺
二
十
人
真
宗
大
谷
派
岐
阜
教
区
第
十
四
組

十
一
月
六
日
熊
毛
組
念
仏
奉
仕
団
三
十
一
人
本
派
山
口
教
区
浄
泉
寺

十
一
月
七
日
妙
徳
寺
三
十
六
人
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

十
一
月
七
日
山
口
県
太
田
組
総
代
会
九
人
本
派
安
芸
教
区
太
田
組
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東
本
願

寺
開

基
教

如
上

人
の

四
百
回
忌
法
要
が
二
〇
一
三
年

四
月
一
日
よ
り
真
宗
本
廟
で
始

ま
り
ま
す
。

真
宗
本
廟
か
ら
ほ
ど
近
く
に

あ
る
こ
こ
岡
崎
別
院
は
、
親
鸞

聖
人
が
法
然
上
人
の
所
へ
通
わ

れ
た
草
庵
跡
に
建
立
さ
れ
た
聞

法
道
場
で
す
。
多
く
の
聞
法
者

を
育
て
て
き
た
歴
史
が
残
っ
て

い
ま
す
。

私
も
岡
崎
別
院
で
お
世
話
に

な
っ
た
一
人
で
す
。
今
は
亡
き

宮
城
顗
先
生
の
正
信
偈
講
義
を

十
年
近
く
学
習
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
毎
回
、
分

か
ら
ん
分
か
ら
ん
と
質
問
し
ま

し
た
が
、
先
生
が
笑
顔
で
丁
寧

に
お
答
え
い
た
だ
い
た
の
が
今

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
も
岡
崎
別
院
に
は
伝
統
が

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
庫
裏

を
見
る
だ
け
で
な
く
、
聞
法
道

場
の
に
お
い
を
嗅
ぎ
に
き
て
く

だ
さ
い
。

東
本
願
寺
開
基
教
如
上
人

山
城
第
二
組
門
徒
会
長

岡

崎

別

院

院

議

員

藤本信行氏 笑福亭仁智氏

二
〇
一
二
年

十
二
月
十
六
日

村
上
家

二
〇
一
三
年

六
月
二
日

本
多
家

細
野
修
作


